
東日本大震災における学校・子ども関連施設の震災対応状況一覧表（小学校・中学校）

1)被害状況

人的被害状況
地震発生直前の状況

（避難行動）
（1）初期行動 （2）１次避難行動

① 釜石小学校

・児　童：全員無
事
・教職員：全員無
事

・学年末短縮授業のた
め、午後１時には下校
となっていた。

・居残り児童10名は、教室待機
・「大津波警報発令」後、すぐに避難所開設の準備に
取りかかる。
・校舎内外の点検、表示、避難所とすべき多目的ホー
ルにマットやストーブを運ぶ。
・多目的ホールでは足りず、保健室や教室を避難所に
開放
・自主防災組織の倉庫から毛布を出す。（避難してき
た中学生も手伝う。）

・これまで防災教育で学んだことを基に、各自避難

② 白山小学校

・児　童：１名死
亡(帰宅後)
・教職員：全員無
事

・学童と近隣の児童が
校庭で10数名遊んでい
た。この日は期末短縮
授業日で午後１時30分
下校だった。

３月11日(金) 14時46分　地震発生
・宮城県沖を震源とする地震発生。震度６弱 マグニ
チュード9.0
揺れた直後に停電。通信網不通。職員室より校庭の児
童に座るよう指示

15時20分　大津波襲来
・地震の揺れが落ち着いてから、職員13名全員校庭に避難
（教諭１名・事務職員１名年次、支援員１名は帰宅）
・校庭は、地割れ数か所
・大津波警報発令
・学校校庭から、嬉石地区が津波に飲みこまれる光景を目の当たりにする。

③ 平田小学校

・児　童：全員無
事
・教職員：全員無
事

・東日本大震災当日は
午前授業で、午後は校
庭で遊んでいる児童及
び学校隣の児童館にい
る児童合わせて25名が
いた。その他の児童は
帰宅していた。

・大きな地震が収まってから、25名全員校庭に集め点
呼をとり、無事を確認した。
・その後、校舎３階に避難したが、天井(貯水槽)から
の水漏れと余震が続いていたので三陸鉄道の平田駅に
避難した。
・２時間ほどして寒くなったので上着を取りに校舎へ
戻り、また、平田駅へ戻った。

・暗くなってきたので、校舎に戻り３階図書館に移動し避難した。停電、断水の状況であったが、学校に
泊まることにした。
・津波は昇降口の手前で止まった。職員で手分けをして体育館からマット、プールからトイレ用の水を運
んだ。
・学校にある懐中電灯、ロウソク、ラジオを全部集めた。地域の方々10名前後が学校へ避難してきた。そ
の方々も３階の図書室に避難してもらった。

④ 鵜住居小学校

・児　童：２名死
亡(休み1名、引渡
し後1名)
・事務職員：１名
行方不明

・平成23年３月11日（金）午後２時46分に発生した大
地震（後に東日本大震災）により、校舎はすぐに非常
扉が閉まり、停電した。防災無線もほとんど聞こえな
かったが、津波の襲来に備え、教務主任が、児童を校
舎３階に一時避難させる。

・釜石東中学校の避難状況や消防団などの指示から、１次避難場所である「ございしょの里」（広場）に
避難する。

⑤ 唐丹小学校

・児　童：全員無
事
・教職員：全員無
事

・平成23年度の唐丹小
学校の金曜日の下校時
刻は、14時40分。
・３月11日当日は特別
時程で、５校時の終了
時刻が14時40分であっ
た。
・14時46分の地震発生
時、１、２年生は教室
で帰りの会、３年生以
上の児童は体育館での
卒業式練習を終え、教
室へ移動中であった。

・児童は教職員の指示に従い、危機管理マニュアルで
定められた児童昇降口前に避難・集合ではなく、落下
物などの危険がない校庭に避難・集合した。
・校庭で児童全員の安全を確認し、高台にある神社へ
の避難指示を出した。

・津波襲来時の唐丹小学校の避難場所は、近所の高台にある天照御祖神社の駐車場となっている。
・校庭に集合した児童・職員は、校舎脇にある避難路に集合した時、道路を挟んで隣接している児童館の
子どもたち・職員と一緒になり、避難場所を目指した。
・避難訓練時は、１年生から順に避難路を上っていくのであったが、担任団のできるだけ早く安全な場所
へ全員を移動させるという判断で、体力のある６年生を先頭に下学年が続くという避難方法をとり、避難
場所には、15時前に全員が到着した。
・避難場所には地域住民や大村技研の社員などが大勢避難していた。また、ここで、防災行政無線で大津
波警報が発令されたことを知った。
・かなり大きな余震が断続的に続くので、子どもたちは学年ごとに担任と一緒にまとまっているようにし
た。
・市教育委員会に児童が全員避難したことを携帯電話で連絡しようとしたが、電話は通じなかった。
・日が暮れると、寒さが厳しくなり始めた。本来であれば、社務所で一晩過ごすところであるが、余震が
ひどく、室内にいることが安全でないことと暖房器具がそろっていないことから、保護者と相談し、薪を
焚いて暖を取った。

小
学
校

区
分

№ 学校名

２）避難行動



東日本大震災における学校・子ども関連施設の震災対応状況一覧表（小学校・中学校）

① 釜石小学校

② 白山小学校

③ 平田小学校

④ 鵜住居小学校

⑤ 唐丹小学校

小
学
校

区
分

№ 学校名

２）避難行動

（3）２次避難行動 引渡し 安否確認

・３月26日（土）内陸へ一時避難（11名）愛真館へ ３月12日朝開始。３月13日午後完了

15時50分　避難者
・校庭に避難者が増えてくる。
・一度は体育館避難を考えたが、耐震構造ではないため、コンピュータ室・図書室・カモメ学級・フレンドルームを開放する。職
員は、職員室に避難する。
・校長がメガホンで避難者に呼び掛ける。
・避難者の世話及び避難所運営が始まる。
・津波に流された人の手当をする。（衣服など）怪我はしていない。（フレンドルーム）
・強い余震が続く。

※11日18時10分頃から開始。数名の
児童、家の人が引き取りに来て引き
渡す。

３月11日開始。３月18日完了（病院
から、残り１名の児童が大丈夫らし
いという情報を得たため）

・19時頃になって消防団が来校し、旧釜石商業高校体育館に移動を勧められ、海岸付近の道ではない細い道を通り旧釜石商業高校
体育館に移動した。
・移動の際には、学校にある飲料水、ガスボンベ、電池、灯油を軽トラックで運んだ。
・旧釜石商業高校体育館の避難所には200名ほど集まっていて、近隣から毛布、布団や食料などが集められ、寒い思いなどはするこ
とがなかった。

震災後、開始。３月18日完了
※尾崎地区の児童は、尾崎地区まで
の道路が通行不能のため、連絡が来
るのを待った。

・第１次避難場所の裏山（崖）が崩れていることや地域の方の助言で避難場所を移す。
・第２次避難場所のやまざきデイケアサービスへ釜石東中学校生徒と避難する。

19日終了

※職員は市教委から自転車を借用
し、近くの避難所巡りをして安否の
確認及び健康観察をする一方、遠く
の避難所は甲子小学校職員の車を借
用し、安否確認及び健康観察を行っ
た。同時に職員の家族の安否確認も
行った。

・避難所で暖を取っている間に、消防団関係者が集まり、今晩の宿泊所について相談した。幼い子どもたちには野宿は無理なの
で、荒川地区集会所に宿泊することになった。本校の児童・職員、児童館の子どもたちと職員がスクールバスや軽トラックなどに
分乗し、集会所に向かったのは、17時過ぎであった。
・集会所では、児童は余震と不安からほとんど眠れなかったようだが、食事（おにぎり）が取れ、暖も取れたことは幸いであっ
た。
・翌12日の午前中までに、全ての保護者が集会所に児童を迎えに来ることができた。そして、職員は昼前には避難指定場所である
神社に戻った。

12日終了

74名の児童は全て学校にいたため、
安否確認の必要はなかった。
※大石地区・花露辺地区は道路が寸
断されたため、15日以降、職員が各
家庭・避難所に赴き、再度児童の安
否確認を行った。

３）安否確認活動と保護者への引き渡し



東日本大震災における学校・子ども関連施設の震災対応状況一覧表（小学校・中学校）

1)被害状況

人的被害状況
地震発生直前の状況

（避難行動）
（1）初期行動 （2）１次避難行動

区
分

№ 学校名

２）避難行動

① 釜石中学校

・生　徒：全員無
事
・教職員：全員無
事

・１、２年生は学活の
最中。３年生も下校前
で残っていた生徒が校
舎内にいた。

・各自の教室で、揺れがおさまるまで机の下に隠れて
様子を見る。
・３年生の多くが下校していたが、自身の適切な判断
で高台に避難した。また、帰宅途中の生徒は、学校へ
引き返すなどの行動を取った。

・放送機器が使えないため、職員室にいた職員が手分けして各階に走り、校庭に避難するように指示し
た。校庭に集合後、学級ごとに整列して点呼、名簿にチェックした。
・校舎内にいた１、２年生は全員無事だった。既に下校した３年生のうち、臨海部の学区の生徒は下校途
中、又は自宅にいたはずだった。

② 大平中学校

・生　徒：全員無
事
・教職員：全員無
事

・帰りの短学活が終わ
り、１・２年生は部活
動へ、３年生は卒業式
の合唱の練習を始めよ
うとしていた時に地震
が来た。

・揺れの強さと長さから、どこからともなく「早く出
ろ」「校庭へ出ろ」と叫ぶ声が校舎中に響き、とにか
く安全な場所へと考えて、校庭へ避難させた。

③ 釜石東中学校

・生　徒：１名死
亡(休み)
・教職員：全員無
事

・地震発生時、帰りの
会が終わった頃で、１
年生はまだ担任と３階
の教室にいた。
・２年生は既に部活動
の準備で教室を離れ、
３年生は２日後に迫っ
た卒業式の準備や帰宅
するところであった。

・地震発生後、副校長が校内放送をしようとしたが停
電のため校内放送が使えなかった。しかし、生徒たち
は自主的に避難を始めていた。そこで、グランドに避
難し始めていた生徒に向かって、副校長が「走れ！
点呼取らなくていいから」と叫んだ。職員室にいた一
番若い先生には、「率先避難者になって走って」と頼
んだ。担任は生徒とともに走らせた。副担任は校舎内
を見て回り、逃げ遅れた生徒がいないかをチェックし
た。
・鵜住居小学校では、校舎３階に児童を避難させてい
たが、中学生が「津波だ」「逃げろ」と叫びながら走
るのを見て、校舎を出て、同じように「ございしょの
里」を目指して避難を始めた。

・生徒たちは校舎外に全員避難し、点呼もとらず、直ちに第１避難場所のございしょの里に向かって走り
出した。
・ございしょの里には、避難した時のための「学級札」を置いていた。先に着いた生徒や教員が学級札を
かざし、ばらばらに避難してきた児童生徒たちは素早く整列し、点呼をとり全員の無事を確認することが
できた。
・安心したのも束の間、この場所も危ないとの判断で、更に高台にある介護福祉施設（やまざきデイサー
ビス）へ避難が可能かどうか、教員を走らせて確認した。教員が高台からＯＫサインを出すのが見えたの
で、避難を開始した。中学生は小学生の手を引いて、声をかけて励ましながら避難した。小中学生が避難
するのを見た近隣の人たちも、避難を始めた。
・校長は、外出先に向かうため車を運転中であったが、地震発生後にすぐに学校に引き返した。学校に到
着した後、副校長から全員避難したという報告を受けた。その後、副校長を避難させ、校舎をもう1回見
てくると、校舎の見回りを行った。見回って１階に下りてくると、保護者が学校に駆けつけていた。全員
避難したことを伝え、一緒に避難した。

④ 唐丹中学校

・生　徒：死亡１
名(帰宅後)
・教職員：全員無
事

・地震発生時は帰りの
会終了後であり、下校
した生徒（15名）と学
校にいた生徒（47名）
の状態

・中学校は市指定拠点避難場所であり、当初は校庭に
避難したが，大津波警報が発令され、「ここも危な
い」との連絡が入り、学校にいた生徒47名と職員10名
はさらに高台の国道45号の道路まで、地域住民ととも
に全員避難
・唐丹湾に津波が押し寄せる様子を、避難した国道45
号沿いで見守る。強い余震も続く。（津波は、学校入
口の住宅１階付近まで押し寄せ、学校への入口道路は
寸断された。）
・津波の様子をうかがいながら、職員が交代で学校へ
必要な物を取りに戻る。
（毛布、防寒着、シート、生徒の家庭連絡名簿　ほ
か）

３月11日　17：00頃～
・余震が続き、学校には戻れない状況から、すぐ近くのNTT工事事務所に移動し、中学校の臨時避難場所として借用
（当初の避難者数：生徒　約40名、職員10名）
・地震の様子をうかがいながら、職員が交代で学校へ必要な物（暖房、炊事用品）を取りに戻る。
（ラジカセ、ライト、石油ストーブ２、灯油２、鍋、食器類、保温ポット、コーヒーほか）
※金庫施錠：出席簿など収納、職員室施錠（停電でセコムはセット不可）
※ラジカセ持ち出すが、電池不足で民家から提供あり
・職員は各自、車を45号沿いへ移動。小白浜は不通のため、国道へつながる細い道路を通行
・校長は、体育館入口に住民数名が避難していることから、住民とともに宿泊
職員は、生徒とともに避難所に宿泊（避難所が狭く、生徒・職員の一部は車内に宿泊）
３月12日
・朝の時点で、中学生20数名
・午前、校長から今後の対応について次のとおり指示。（職員への確認事項）
①避難所にいる生徒全員を家庭に引き渡した後、各自家族の安否確認のため、自宅・実家などへ。
②余震が続き危険な状態が続いているため、安全が確認できるまで当分の間、学校を閉鎖とする。
（卒業式は無期延期）
※生徒個々への連絡は難しいため、連絡できる生徒からの伝言などで。
③今後の出勤は、状況に応じて。
※校長は３／15～18まで学校待機の予定
※職員は往復の燃料を確保し、各自の家庭の状況などにより出勤できるときに。
④今後の対応は、連絡が取れる職員で連絡しあって対応（入試対応などを含む）
・校長、副校長、用務員で校舎と体育館の被害状況を確認
・小中職員５名で亡くなった生徒の自宅へ弔問

中
学
校



東日本大震災における学校・子ども関連施設の震災対応状況一覧表（小学校・中学校）

区
分

№ 学校名

① 釜石中学校

② 大平中学校

③ 釜石東中学校

④ 唐丹中学校

中
学
校

２）避難行動

（3）２次避難行動 引渡し 安否確認

３）安否確認活動と保護者への引き渡し

・地域住民の方の「五の橋まで津波が来た」の情報で「八雲神社（大天場山の頂上）」へ駆け足で避難した。ラジオで情報を得な
がら待機する。

・地震の揺れが収まりつつある中、防災行政無線で「大津波警報」が発令され、「生徒を帰宅させない。（保護者に直接引き渡
す）」ことを決定し、体育館へ避難させることとした。
・長期戦になるかもしれないと考え、防寒対策のために校舎内の毛布などをかき集め、飲料水の確保を指示。体育館に柔道用の畳
とマットを敷き、生徒を入れる。

震災後、開始。発災３日目までに完
了
※欠席･早退の生徒４名と外勤中
だった職員２名については、発災翌
日に確認した。

・全員、２次避難場所の介護福祉施設（やまざきデイサービス）に到着した。列の後ろに並んだ生徒が駐車場から振り返ると、津
波が鵜住居の町を飲みこんでいく様子が見えた。間もなくここまで津波が来る、と誰もが感じた。
・教員の一人が目の前にいた生徒たちに「逃げろ」と叫んだ。他の教員の「死ぬぞー走れー」と叫ぶ声も聞こえた。副校長は、最
後尾から「走れー、走れー」と言って走った。全員で更に高台を目指した。
・恋の峠の手前に急な坂があった。幼い子ども２名の手を引く母親に気づいた生徒が１名をおぶった。一部の生徒たちは、保育所
の子どもを乗せた手押し車を職員に代わって押しながら坂を上った。
・先ほどまで避難していたございしょの里が水没したのは、全員が離れてから約５分後のことだった。最終的に恋の峠まで避難
し、学校から避難した生徒、教職員は全員無事だった。
・学校に残り遅れて避難していた校長も合流し、無事が確認できた。

３月16日終了

３月13日
・残りの中学生４名が避難所の民家に移動し、避難所にいた中学生は全員家庭などへ引渡し完了
※NTT関係者は事務所から撤退し、NTT工事事務所の臨時避難所は閉鎖
※地域住民は近くのいきいき唐丹福祉センターなどへ。（体育館入口に避難していた住民も。）



東日本大震災における学校・子ども関連施設の震災対応状況一覧表（幼稚園（学校施設）・子ども関連施設）

３）施設の被害状況 ４）震災直後の行動

職員数 園児／児童 人的被害状況 発災後の行動（職員）

① 第一幼稚園
職員４名（園長、主任教諭、教
諭、臨時職員）が在園

・卒園式を控え午前保育になって
いたため、園児はいなかった。
・園庭に釜石小学校の女子児童２
名が遊びに来ていた。
・その他、一時預かり等　０名

・職員：全員無事
・園児：全員無事

[地震直後]
・教諭と臨時職員は釜小児童を連れて、仙寿院に避難
・園長も仙寿院に避難
・釜小児童２名は教諭と臨時職員とともに仙寿院に避難（その他）
[夕方]
・園長は一旦園舎に戻り、園内にある避難所で使うと思われる布団、薬、マット、
カーペット、ポットなど出せるものはすべて出した後、仙寿院に戻った。

② 平田幼稚園
職員５名（園長、主任教諭２名、
教諭、臨時職員）が在園

・当日は午前保育で園児54名中50
名が自宅に帰っていた。午後２時
46分には園児４名が預かり保育の
ため昼寝していた。

・職員：全員無事
・園児：全員無事

[地震直後]
・職員５名と園児４名は、園庭中央に避難（職員・園児）
・その後、｢津波が来る｣という声を聞き、旧釜石商業高校の校庭に避難する。（職
員・園児）
[夕方から夜にかけて]
・職員５名、旧商業高校体育館に泊まる。

③ 鵜住居幼稚園
職員５名（園長、主任教諭２名、
臨時職員２名）が在園

・預かり保育の園児４名が在園
・その他、一時預かり等　０名

・職員：園長 ＝ 死亡、主任教諭
１名 ＝ 死亡、臨時職員１名 ＝
死亡、臨時教員１名 ＝ 行方不明
・園児：降園していた園児３名死
亡

[地震直後]
・園児２名の保護者が来園し、２名の園児を引渡した。（職員・園児）
・職員５名、園児２名と一緒に園庭に避難（職員・園児）
[津波襲来前]
・園長は、幼稚園付近にいた。（職員・園児）
・主任教諭２名、臨時教員２名は、鵜住居地区防災センターに園児２名と行った
が、主任教諭１名は同センターを出て行った。（職員・園児）
[津波襲来後]
・主任教諭１名と園児２名が津波の難を逃れた。（職員・園児）
・園長、主任教諭１名、臨時職員２名が被災した。（職員・園児）

保
育
園

幼
稚
園

① 釜石保育園

・19名在園
・事務局長(１名)：１階事務局長
室にて日常業務
・園　長(１名)：２階事務室にて
理事会資料作成
・保育士(10名)：各保育室で子ど
ものお昼寝状況を見ながら、連絡
ノートや日誌記載していた。
・栄養士(１名)：２階事務室で栄
養士業務
・調理師(２名)：厨房でおやつ調
理
・事務員(２名)：２階事務室にて
事務員業務
・看護師(１名)：未満児保育室
・パート(１名)：未満児保育室

・71名在園
・９名欠席
・一時預かり４名
・０～２歳児 ：１階南側保育室
にてお昼寝中
・３～４歳児 ：１階東側ホール
にてお昼寝中
・５歳児 ：２階西側保育室にて
午後の遊び

・職員：全員無事
・園児：75名無事（当日休みの９
名の児童は無事）
・園で薬師公園に避難後、お迎え
の保護者に引き渡した園児 → 家
に戻ろうとして不明に。
（園児２名、母、祖母４名 → 遺
体で発見）

[14:46頃]
・揺れとともに園児、職員が避難を始めている園庭に出る。（事務局長）
・揺れとともに２階事務室から１階０～２歳児保育室に移動。（園長、栄養士）
・揺れの中の移動が困難
・最初の揺れの直後に散歩車に順番に乗せ避難準備（保育士（０～２歳児））
・揺れが収まるのを待つ。（保育士（３～４歳児））
・保育中、テーブルの下に身を隠す。（保育士（５歳児））
・０～２歳児保育室に駆け付ける。（調理師）
・０～２歳児保育室に駆け付ける。（事務員）
・「津波が来る」と職員に真っ先に声をかけ避難を促す。（看護師・パート）
・お昼寝中に起こされそれぞれ散歩車に乗せられる。（０～２歳児）
・お昼寝中保育者に起こされ数分待機（３～４歳児）
・テーブルの下に潜り数分待機（５歳児）
（その他）
・１階北側保育室で釜石市歯科衛生士と保健師、分園長、主任保育士が会議中だっ
たため、地震と同時に分園長と主任保育士は０～１歳児の保育室に駆けつける。
・釜石市職員は職場に戻る。

区
分

№ 施設名
２）地震発生直前の状況



東日本大震災における学校・子ども関連施設の震災対応状況一覧表（幼稚園（学校施設）・子ども関連施設）

① 第一幼稚園

② 平田幼稚園

③ 鵜住居幼稚園

保
育
園

幼
稚
園

① 釜石保育園

区
分

№ 施設名
児童 職員

・なし

①期間
・３月12日～３月17日
②方法
・手分けして各避難所を歩き、園児
の安否確認を行った。
・午後は働く婦人の家で避難所の手
伝い

・休みだった臨時職員は、当時、大
船渡市三陸町綾里の自宅にいた。３
週間ほど経ってから、本人の無事が
確認できた。

(1)期間
・引渡し開始：３月11日夕方
・引渡し完了：３月12日朝終了
(2)状況
・３月11日、夕方から夜にかけて、４名中３名の保護者が迎えに来た。１名は職員５名と一緒に泊まる。
・12日の朝、保護者が迎えに来たので帰した。

①期間
・３月12日から３月19日
②方法
・児童の安否確認は、主に徒歩で
行った。平田地区の子どもたちは、
自宅を訪ねて、それ以外の子どもた
ちは、市内の避難所を訪ねた。

(1)期間
(2)状況
・園児２名の保護者が来園し、２名の園児を引渡した。

①期間
・３月19日～21日？（※第一幼稚園
職員による）
②方法

※19日～21日（第一幼稚園職員によ
る）

６）安否確認の状況

(1)期間
・引き渡し開始：当日はのぞみ病院に駆けつける保護者もいたが、そのまま一晩過ごしてもらう。
翌日昼頃より、安全確認の上、可能な保護者は帰宅する。
・引き渡し完了：３月13日午後８時00分
・保育園解散：３月14日午前９時00分
(2)状況
・どこでどのように行ったか
　のぞみ病院（避難所）で、お迎えに来た都度、引き渡す。
　ただし、当日夜は帰宅させず、とどまるようにする。
　また、帰宅する場合には、帰宅場所の確認と家族が来た場合の連絡内容などを確認する。

５）引き渡しの状況

・公休だった職員は自宅が近かった
ので園児が避難した薬師公園に駆け
つけ無事を確認できた。
・盛岡まで通院のため午前で早退、
無事を確認できたのは電話がつな
がってからである。

①期間
・３月11日から３月20日頃
②方法
・徒歩
電話がつながったあとは電話



東日本大震災における学校・子ども関連施設の震災対応状況一覧表（幼稚園（学校施設）・子ども関連施設）

３）施設の被害状況 ４）震災直後の行動

職員数 園児／児童 人的被害状況 発災後の行動（職員）

区
分

№ 施設名
２）地震発生直前の状況

③

鵜住居保育
園・鵜住居子
育て支援セン

ター

・21 名在園

・73 名在園
０～４歳児 ：お昼寝（保育室に
てお昼寝中）
５歳児 ：クラス活動（保育室に
て活動中）
・その他、一時預かり等　１名

・職員：全員無事
・児童：２名死亡（当日欠席、防
災センターに避難し被災１名、園
で引渡し後防災センターで被災１
名）

[地震発生時]
・園内に待機。
・その場で地震時の避難体制をとる。
・テーブルの下、頭を覆う、落下物を避けるなど。（園児）
[14:56頃]
・移動開始
・クラス毎に避難場所へ移動（やまざきデイサービスへ）（園児）
※０,１歳児避難車
※２歳児以上徒歩
[15:10頃]
・避難場所(やまざきデイサービス)に到着
・点呼（園児、職員）
・津波の状況確認
[15:15頃]
・移動開始、待機
・更に高台へ（恋の峠、仲野石材店敷地内）
[16:30頃]
・釜石小学校、旧釜石一中へ車で移動
（その場に居合わせた車に乗せてもらう）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

①
大町子育て支
援センター

・２名在園
・職員１名は一緒に遊び、１名は
センター内で事務仕事をする。

・３組の親子が施設内にいた。
・職員：全員無事
・利用者（親子）：全員無事

[地震発生時]
・頭上から物が落ちない場所に集まる。（利用者（親子））
・それぞれの保護者に抱っこされ集まる。
[15:00頃]
・津波の放送があったので市営アパートの上に避難する。
・センター利用者の自宅で待機させてもらう。
・２組、自宅に戻る。（利用者（親子））
・１組、市営アパートの上に避難する。
[17:00頃]
・釜石保育園園児はのぞみ病院に避難しているだろうとの思いから、市営アパート
の裏山を越えて２名移動する。
・その後は、釜石保育園と一緒に過ごす。
・利用者親子とはそれぞれの避難となる。（利用者（親子））

保
育
園

②
釜石保育園平
田分園

・６名在園
・主　任：１名
・保育士：４名
・調理師：１名  計６名
（パート１名は退勤）

・０歳児：５名
・１歳児：９名
・２歳児：11名  計25名

・職員：全員無事
・児童：全員無事

[地震発生時]
・０歳児を１、２歳児保育室へ移動
・１、２歳児を起こし、中央に集める。トイレに子どもがいないか確認する。
・カラー帽子をかぶせ、ジャンパーを着せ、０歳児は、おんぶした。
・非常持ち出しバッグを準備し、給食担当はおやつのパンや食べ物を持ち、避難の
準備をした。
・地震の揺れが止まらず、避難のタイミングを待っていた。
・迎えに来た保護者には、あいぜんの里に避難することを伝えた。
[15:00頃]
・様子を見に来た園児の祖父の車に、保育士と園児を乗せ、災害時避難提携をして
いるあいぜんの里に避難
・保育園の玄関に、避難先を掲示したのち、職員の車に園児と保育士、調理師を乗
せ、あいぜんの里に向かう。
・２歳児７名、１歳児６名、０歳児５名が、あいぜんの里に避難する。
・職員２名は、歩いてあいぜんの里に向かった。
・ホールで待機する。



東日本大震災における学校・子ども関連施設の震災対応状況一覧表（幼稚園（学校施設）・子ども関連施設）

区
分

№ 施設名

③

鵜住居保育
園・鵜住居子
育て支援セン

ター

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

①
大町子育て支
援センター

保
育
園

②
釜石保育園平
田分園

児童 職員

６）安否確認の状況
５）引き渡しの状況

(1)期間
・引き渡し開始：３月11日14時56分
・引き渡し完了：３月14日午前中に終了
(2)状況
・保護者に24名引渡す。
・保護者へ引渡し16名
・保護者への引渡し８名
・保護者への引渡し14名
・保護者への引渡し６名
・保護者へ５名引渡す。

①期間
・３月16日から３月23日
②方法
・どちらも同様、知人が避難所を
回って情報を知らせてくれた。ま
た、避難所（釜石小）に知らせに来
る方もいた。車が確保できてからは
各避難所を回って確認した。
・メールが使えるようになってから
はメールでの確認を行った。

・退勤職員２名のうち１名は避難場
所に駆けつける。他の１人は１週間
後くらいに避難所で確認
・当日休んでいた職員は、（病休）
被災地から遠く、３日ほどして本人
が避難所に出向く。
※園が被災したため、連絡場所を避
難所（釜石小）とする。

・なし ・なし ・なし

(1)期間
・引き渡し開始；開始は、地震直後の平田保育園での引渡し
・引き渡し完了：完了は14日(月)の10時頃、あいぜんの里で引渡した。
(2)状況
・どこでどのように行ったか
  地震発生直後：保育園にお迎えに来た保護者は、家族には自宅場所などの安全を確認し、０歳児１名、１歳児４
名、２歳児４名引渡す。
  PM３時過ぎ：あいぜんの里(災害時避難提携済)へ避難し、迎えに来た保護者に自宅場所、避難先の確認をし引渡
す。園児５名引渡す。
・開始と完了（日時）
  11日：避難直後、平田保育園へ保護者が迎えに駆けつけ、９名の園児を引渡す。あいぜんの里に避難後、５名の
園児を引渡す。
  夕方、残った園児（０歳児３名、１歳児２名、２歳児６名、計11名）と職６名に付き添った保護者、祖父母家族
は、あいぜんの里に宿泊となる。
　12日：４名の園児を保護者又は祖父母に引渡し、０歳児３名、１歳児２名、２歳児２名計７名となり、職員は家
族の安否を確認する。
　13日：３名の園児を引き渡し４名残る。０歳児２名(保護者一緒)、１歳児２名のみ迎えを待つこととなる。
　14日：AM10時ごろ、残る２名に保護者の迎えあり、園児全員を無事引渡すことができ、解散
　15日：分園長、あいぜんの里、ニュータウン町内会へお礼の挨拶に行く。
・釜石保育園、平田保育園の園児全員、無事保護者に引渡したことを、シープラザと振興局の掲示板に掲示

①期間
・３月11日から３月20日頃
②方法
・徒歩
電話がつながった後は電話



東日本大震災における学校・子ども関連施設の震災対応状況一覧表（幼稚園（学校施設）・子ども関連施設）

３）施設の被害状況 ４）震災直後の行動

職員数 園児／児童 人的被害状況 発災後の行動（職員）

区
分

№ 施設名
２）地震発生直前の状況

②
鵜住居児童
館・鵜住居学
童育成クラブ

・勤務状況
１名：振休日
２名：勤務中

・下校前で鵜住居小学校で勉強中
・その他、一時預かり等　０名

・職員：全員無事
・児童：１名死亡
（鵜住居小学校児童死亡（休み１
名）と同一）

[14:46頃]
・各部屋のストーブの消火
・地震直後、少し落ち着いてから隣接している保育園へ手伝いに行く。
・保育園児と一緒に第一避難場所（ございしょの里）へ向かう。
・津波が予想を上回り危険ということで、更に高台へ避難する。
・小学生と一緒に移動し、甲子小までは一緒に行動する。
・小学校（児童）
・高台へ避難する。（児童）
・トラックで旧第一中学校の体育館へ移動。皆で一夜を過ごす。（児童）
・12日は甲子小学校へ移動、親の元へ。 （児童）
（一週間後やっと釜石へ。）

児
童
館
・
学
童
育
成
ク
ラ
ブ

・職員：全員無事
・児童：全員無事

[地震発生時]
・発生時間、中央に集まる。
・職員１名がガス、ストーブを消す。
・数分後、各部屋の窓ガラスが割れる音、物が倒れたり落ちる音がした。（部屋に
戻って机の下にもぐらなくて良かったと思いました。）
・落ち着くまで、身を縮めて待つ。
・迎えに来た親が、玄関より子どもたちの靴を持ってきてくれる。
（室内は歩けなかったので、園庭より回ってくる。）
・外靴に履き替え、裏の空き地へ避難する。
（職員・幼児・保護者）
[14:50頃]
・子どもたちを園庭に避難させる。
・12名の子と避難する。
・園庭に避難する。（児童）
→２名迎えにきた保護者に引き渡す。（児童）
・引き渡し開始：３月11日14:50～（児童）
[14:55頃]
・園舎の裏の空き地に避難する。（職員・児童）
・しばらくの間、地域の方々とその場で待機（職員・児童）
[15:20頃]
・郵便局付近に津波を確認し、山に向かって走って避難（職員・児童）
・逃げる途中、二手に別れてしまう。（職員・児童）
→自分の子と逃げた父がお寺のほうへ。その後の子たちも付いて行った。（５名）
→一方は高台の避難場所へ。（７名）

① 箱崎児童館 ・職員：２名出勤

・14名在園
・幼児：17名（３名欠席）
15時降園のため、お帰り仕度を
し、ホールに集合していた。
・その他、一時預かり等　０名



東日本大震災における学校・子ども関連施設の震災対応状況一覧表（幼稚園（学校施設）・子ども関連施設）

区
分

№ 施設名

②
鵜住居児童
館・鵜住居学
童育成クラブ

児
童
館
・
学
童
育
成
ク
ラ
ブ

① 箱崎児童館

児童 職員

６）安否確認の状況
５）引き渡しの状況

下校前のため学校の対応

①期間
・３月20日から３月30日
②方法
・車で避難所を回って確認する。

・携帯等不通のため、安否確認は一
週間後に連絡がやっと取れる。

(1)期間
・引き渡し開始：３月11日14：50～
・引き渡し完了：３月13日午前中
(2)状況
・どこでどのように行ったか
　　地震直後（14:50頃）：園庭にて保護者２名へ幼児２名を引き渡す。
　　12日（朝）　　　   ：離ればなれになっていた園児たちと合流
　　　　　　　　　　　 　全員、Aさん宅へ。一緒に避難した保護者に幼児６名引渡す。
　　12日（午前）　　　 ：保護者３名へ幼児４名引渡す。
　　12日（午後）　　　 ：親戚へ幼児１名引渡す。
　　13日（午前）　　　 ：保護者へ幼児１名引渡す。
・たまたま数名の父兄も一緒に逃げ、次の日父兄を通じ避難先へ迎えにくる。箱崎白浜の子どもたちは、年中女児
の父と一緒に白浜へ戻る。同じ町内だが、引き渡しに２日ほどかかった。

①期間
・３月14日から３月末日
②方法
・避難所を徒歩または自転車、バス
を利用し確認。箱崎方面の子たちは
甲子小・中に避難した。白浜の子は
小川体育館。父兄より情報をいただ
き、確認した。

・地震発生後、欠勤職員よりTELあ
り（児童館内の黒電話が通じる）
　発生後、２日目に釜石に戻り、館
長と会い確認できた。



東日本大震災における学校・子ども関連施設の震災対応状況一覧表（幼稚園（学校施設）・子ども関連施設）

３）施設の被害状況 ４）震災直後の行動

職員数 園児／児童 人的被害状況 発災後の行動（職員）

区
分

№ 施設名
２）地震発生直前の状況

児
童
館
・
学
童
育
成
ク
ラ
ブ

③
唐丹児童館・
唐丹学童育成
クラブ

・５名在園
・15時降園のため園児に帰宅準備
を声掛けしていた。

・19名在園
・園児：19名（１名欠席）
　15時降園のためほとんどの園児
が帰宅準備を済ませていた。
・学童（児童）
　この日はまだ下校時間ではなく
学童はいなかった。
・その他、一時預かり等　０名

・職員：全員無事
・児童：全員無事

[地震発生時]
・予想外の大きな地震と判断、すぐ避難道に近い年長の部屋（兼学童室）に園児を
集め、人数確認をする。
・危険を感じ直ちに園庭（館庭）に園児を誘導。
・他の職員は他の部屋の火元の確認をし、戸を閉め園庭へ避難した。
・職員の避難誘導の声にすぐに集まることができた。（上着（ジャンパーなど）を
着ていて本当に良かった。）（園児）
・何が起きたのか？　といった不安状態の子がほとんどだったが、しっかりと職員
の話を聞いていた。（園児）
[15:00頃]
・園児数を確認し、いつもの避難訓練ルートの“天照御祖神社”に避難
・子供たちは避難訓練で一緒の生活グループの相手と手をつなぎ避難（園児）
[16:45頃]
・保護者の計らいで軽バス２台に乗り、職員５名とともに荒川集会所に避難
[17:40頃]
・荒川集会所に避難した園児10名中３名のほかは家族が合流（避難した荒川集会所
を聞きつけ）（園児）

①
釜石学童育成
クラブ

・職員２名はクラブ室内で児童を
みていた。

・11名在園
・室内には宿題をする児童が８名
くらいいた。宿題が終わった児童
３名は、青葉公園で遊んでいた。

・職員：全員無事
・児童：全員無事

学
童
育
成
ク
ラ
ブ

[地震発生時]
・１名の指導員は青葉公園にいた児童たちを確認しに行った。
・学童内に残った指導員は、学童にいた児童たちに上着を着るように指示した。
・学童内は建物も古いし、物が散乱していて危ないので、外に出る準備をさせた。
・大きな揺れだったので、学童内にいた児童たちはテーブルの下へ入った。（児童）
・２年生は揺れの中、気持ちを落ち着かせるため、テーブルの下で音読を続けた。（児
童）
[14:50頃]
・青葉公園に確認しに行った指導員が学童内にいた児童たちを呼びに戻ってきて、公園が
避難場所ということで学童内にいた児童たちとともに青葉公園へ避難した。
・青葉公園に着き、指導員２名で学童の児童たちと学童以外で公園にいた児童たちを集め
た。
[15:25頃]
・青葉ビルの職員が「ここでは危ないので高台に移動するように」と指示をした。
・急いで２人組を作り、子どもが心配で飛んできたお母さんを先頭に１名の指導員は真ん
中、もう１名の指導員は最後に付き、後ろを振り向かずに走るようにと言って両手に児童
と手をつなぎ、市営アパートの上の駐車場まで走って逃げた。
[16:30頃]
・裁判所に避難場所を移した。
・停電だったので、裁判所にある懐中電灯や石応禅寺からロウソクをいただき、灯りを確
保した。
・寒さは、新聞紙やテープで隙間を埋め、寒さをしのいだ。
・トイレは、水が出ないので紙は流さないように袋に入れた。
・学童の児童たちは御厚意で、1つの部屋で過ごすことができた。
・窓から火災が発生しているのが見えたが、児童たちには外を見せないようにした。
・不安からかおしっこの回数が増えたり、夜泣きをする子、極度の不安で嘔吐を繰り返す
子がいた。（児童）



東日本大震災における学校・子ども関連施設の震災対応状況一覧表（幼稚園（学校施設）・子ども関連施設）

区
分

№ 施設名

児
童
館
・
学
童
育
成
ク
ラ
ブ

③
唐丹児童館・
唐丹学童育成
クラブ

①
釜石学童育成
クラブ

学
童
育
成
ク
ラ
ブ

児童 職員

６）安否確認の状況
５）引き渡しの状況

(1)期間
・引き渡し開始：３月11日
・引き渡し完了：３月12日
(2)状況
・園児数を確認し、いつもの避難訓練ルートの“天照御祖神社”に避難。子どもたちは避難訓練の生活グループの相手と
一緒に手をつなぎ避難。“天照御祖神社”に避難したことを知った保護者が迎えに来て、帰宅（８名）
・他は、16時45分頃、保護者の計らいで軽バス２台に乗り、職員５名とともに荒川集会所に避難。唐丹小学校の生徒た
ち、先生方、地域の方々と合流（一緒）
・17時40分頃、荒川集会所に避難した園児10名中３名のほかは家族が合流
（避難した荒川集会所を聞きつけ）
祖母と一緒：１名　   母と一緒　：５名　　叔母と一緒：１名　   職員と一緒：３名
・19時地域の方々の配慮で、園児と一緒に夕飯（おにぎり・漬物）をいただく。
・20時頃、職員と一緒にいた園児の内２名の父が仕事から遠野～大船渡経由で合流するが、我が子の安否を確認すると自
宅（花露辺）の様子を見に行く。
・20時40分母と一緒に１名帰宅
・震災当日11日の夜は、強い余震の怖さを何度も感じながらも、皆で声を掛け合い過ごした。
翌日の12日
・６時50分職員と過ごした園児１名帰宅（親戚の方と）
・８時職員と過ごした園児２名、父と帰宅。ここで保護者のいなかった３名の園児は無事帰宅。残りの６名は家族ととも
にいるので安心する。
・11時母と１名帰宅
・13時頃保護者２名・叔母１名・園児２名とともに“天照御祖神社”に戻る。唐丹小学校先生方も一緒。15時母と１名帰
宅
・12日の夜は、“天照御祖神社”に保護者（父）と園児・その園児の叔母と職員（３名）とともに過ごす。
13日の正午
・保護者（父）と園児・その園児の叔母も帰宅。職員（３名）も帰路へ。
※全員の園児を無事親元に帰すことができ、本当にうれしい限りであった。残った３名の職員は14日やっと帰宅、家族に
出会えた。
※園児宅全壊（流失）。また、半壊は計９軒

①期間
・３月11日から３月13日
②方法
・幼児：３月11日天照御祖神社に避
難し、１名保護者と帰宅（国道沿い
の自宅で車（自家用）での走行が可
能だった。）
　欠席児１名は花露辺の地域で自宅
は（手前の家は流失したが…）無事
　早退児なし
・学童：地震発生時はまだ１人も登
館しておらず、全学童小学校にて避
難

11日開始。13日完了

(1)期間
・引き渡し開始；３月12日
・引き渡し完了；３月13日午前中
(2)状況
・避難所での名簿作成後、各避難所への連絡が役所で早かったおかげで釜石学童育成クラブの避難場所が保護者に
伝わるのが早かったため、引き渡しがスムースに行われた。

①期間
・３月12日から３月13日
②方法
・学校、保護者と情報交換をし、速
やかに安否確認ができた。



東日本大震災における学校・子ども関連施設の震災対応状況一覧表（幼稚園（学校施設）・子ども関連施設）

３）施設の被害状況 ４）震災直後の行動

職員数 園児／児童 人的被害状況 発災後の行動（職員）

区
分

№ 施設名
２）地震発生直前の状況

②
白山学童育成
クラブ

・職員２名はクラブ室内で児童を
みていた。

・26名在園
・室内には、主に低学年が12～13
名宿題をしていた。校庭で遊んで
いた児童は12～13名いた。
・その他、一時預かり等　０名

・職員：全員無事
・児童：全員無事

[地震発生時]
・揺れる中、児童に「真ん中にきて！」と声を掛けた。
・本棚の本が落ちてきていた。
・少し弱まった揺れに１名の職員は施設で、もう１名は校庭にいた児童の所へ行っ
た。
・施設内の児童は、職員の声で這うようにして移動し、自分たちでテーブルの下へ
入る。それぞれ入ってじっと様子を見ていた。（児童）
・施設の外の児童は、建物の中から避難した白山小学校の先生方と一緒に校庭で３
箇所に固まっていた。（児童）
[14:50頃]
・児童全員の確認
・校庭では先生方と行動（児童）
・施設では職員と行動（児童）
[15:30頃]
・引き渡し開始；３月11日15時半頃
[16:00頃]
・２名、施設に残る。
・白山小学校学校へ避難（児童）

③
平田学童育成
クラブ

・職員２名はクラブ室内で児童の
宿題を見ていた。

・３月11日は、20名の児童が施設
を利用していた。
・施設内で８名の児童が、宿題を
していた。校庭には宿題を終えた
12名の児童がいた。
・その他、一時預かり等　０名

・職員：全員無事
・児童：全員無事

[地震発生時]
・施設内の児童は、テーブルの下や部屋の中央に座り、校庭の児童も地面に座り、
揺れが収まるのを待っていた。（職員・児童）
[14:50頃]
・身の回りのものは施設内に置き、全員校庭に移動。平田小学校に残っていた児童
と先生方と合流（職員・児童）
[15:10頃]
・平田小学校３階に移動。点呼を取る。大津波警報が出る。（職員・児童）
[15:30頃]
・安全で高い場所にある三陸鉄道平田駅に移動。子どもたちが津波を目視。施設の
玄関に「平田駅に避難」を知らせる紙を貼る。（職員・児童）
・引き渡し開始：11日15:30頃から。（職員・児童）
[16:20頃]
・外は寒く、暗くなってきたので小学校職員室に移動（職員・児童）
[17:20頃]
・地元の消防団と青年団の方が旧商業高体育館に避難所を設けたので、避難するよ
うに軽トラック４台に分乗して移動（職員・児童）

学
童
育
成
ク
ラ
ブ



東日本大震災における学校・子ども関連施設の震災対応状況一覧表（幼稚園（学校施設）・子ども関連施設）

区
分

№ 施設名

②
白山学童育成
クラブ

③
平田学童育成
クラブ

学
童
育
成
ク
ラ
ブ

児童 職員

６）安否確認の状況
５）引き渡しの状況

(1)期間
・引き渡し開始；３月11日15時半頃
・引き渡し完了；３月12日日没近くだったと思う。
(2)状況
・どこでどのように行ったか
　学童の施設内では職員が保護者の方へ
　小学校へ避難した児童は学童に先に保護者が来て「学校にいます」「友達、先生のいる所で元気ですから」と伝
え、学校の先生から渡していただいた。
・御家族や保護者との連絡、電話は停電で使用できず、携帯も電波が悪く、来た人たちに聞いたり伝言をお願いし
た。
・児童の引き渡しは迎えにすぐ来られた方が多かった。
・避難所の小学校も先生方がいた。保護者のことを知っていたため子どもの引渡しもスムースだった。

①期間
・３月11日から３月22日
②方法
・早く引き渡した児童は家族と自宅
近くの避難所へ。また、早退の児童
もそれぞれ安全な所へ避難し、自宅
に戻ったりしていると聞いたので、
行って確認した。

・児童の勉強等の世話やおやつの準
備中で、２人とも室内に居たのです
ぐに確認できた。

(1)期間
・引き渡し開始：11日15:30頃から。
・引き渡し完了：地震発生から２日後の13日昼過ぎ
(2)状況
・当日は、携帯等は使用できない状況で、施設の玄関入口に「平田駅に避難」を知らせる紙を貼り、その後、暗く
なってきたため「旧商業体育館に移動」を知らせる紙を貼り、青年団の軽トラ４台にて移動した。引き渡しは、家
族、保護者確認の上、行った。（３月12日、夜に終了）
・当日は、午前授業で学校に残っている児童も少なく、先生方と相談の上、高台にある平田駅に避難した。
・どこでどのように行ったか
　平田駅（15:30～16:20）と旧商業高避難所（17:00～）にて。
　両親、家族の方と確認の上、引渡す。

①期間
②方法
・震災前に引き渡した児童と当日、
欠席した児童への安否確認は行って
いない。連絡待ちだった。

・別になし


